
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寝屋川市立男女共同参画推進センターだよりＤｏふらっと第 40号 令和３年１月 25日発行 

〈女性の心の悩み相談〉 
女性の自立・生き方・人間関係などの心の悩み相談。 

女性カウンセラーがサポートします。 

【面接相談】※要予約 

  ◎相談日時  月曜日： 9:30～12:40 

         水曜日：13:30～16:40 

       第３木曜日：13:30～16:40  

  ◎相談場所 ふらっと ねやがわ 

        

予約・問い合わせ TEL(072)800-5789 

 
【電話相談】※予約不要 

相談日時 金曜日：13:00～17:00  

(16:30 までに電話して下さい。) 

TEL(072)800-5584(相談専用) 

〈女性のための法律相談〉 
  法律上の問題（DV、離婚、相続など）に悩む 

女性の相談に女性弁護士がこたえます。 

【面接相談】※要予約 

相談日時 毎月第３火曜日：13:30～16:30 

予約は、相談日の前日 午前 10:00 より先着４名 

TEL(072)800-5790（予約専用） 

〈男性のための悩み相談〉 
男性の生き方・人間関係・セクシャリティ（同性愛を 

含む）などの相談。男性相談員による電話相談です。 

【電話相談】※予約不要 

相談日時 毎月第２水曜日：19:00～21:00  

(20:30 までに電話して下さい。) 

   TEL(072)800-5584 (相談専用) 

 

※ 秘密は守られます。 ※相談はすべて無料です。 

寝屋川市立男女共同参画推進センター 

「ふらっと ねやがわ」 
〒572-0042 寝屋川市東大利町 2 番 14 号 

          （市立産業振興センター5階） 

T E L ：072-800-5789 

F A X ：072-800-5489 

Ｅ -mail：flat@office.city.neyagawa.osaka.jp 

開所時間：午前９時～午後９時 

（日曜日･祝日は午後５時３０分まで） 

休 館 日 ：第２日曜日・年末年始 

 

2020 年度 

男女共同参画についての 

ワンフレーズ受賞作品 
関 連 図 書 

〈最優秀作品〉 

性別の垣根も段差も無い社会 作ろう

みんなが主役の社会 

・亀井 博子さん 

〈優秀作品〉 

「男と女」それって分ける必要？いい

え、みんなひっくるめてひとつの社会

だよ 

・笹川 朋代さん 

〈優秀作品〉 

テレワークで、仕事も家事も育児も、

パパとママは半分ずつで笑顔に。 

・間野 敦美さん 

 

『旅』とジェンダー 

旅の歴史と女性のひとり旅 
１．旅とは 

 辞書によると、旅とは「住む土地を離れて、一時他の土地に行くこと。≪古くは必ずしも遠

い土地に行くことに限らず、住居を離れることを全て旅と言った≫」（広辞苑.1999.1506）、旅

行は「徒歩または交通機関によって他の地方に行くこと。旅をすること」（広辞苑.1999.2525）

と記されています。今回のＤｏふらっとでは、今いる生活の場から一時的に離れることを指

す旅をテーマに、その歴史と現代を生きる私たちにとっての旅の意義 

についてジェンダーの視点から情報を集め、紹介していきます。 

2．旅の歴史 

           今住んでいるところから出かけるという意味での旅が庶民の間で広ま    

          ったのは江戸後期と言われています。当時、移動には関所を通過するた    

          めの通行手形が必要でした。ましてや、女性は”出女“として、移動の自 

          由がより厳しく制限されていました。その中でも女性だけのグループ 

          が、“～詣”という形で旅をしていたという記録があったり、裕福な商家の

妻は夫とともに親族の女性や付け人らとともに、長期間にわたり参拝目的の旅をし、旅先では女

性も男性と同様に手厚いもてなしを受け、踊りや芝居を楽しんだ様子が記録されています。（山

本 2010 参照）伊勢参りに関しては、このほかにも様々な方法であらゆる人々が旅を挙行してい

る記録があります。（新田 2014 参照） 

 明治になり関所が廃止されたあとも一般の人々の移動には居住地の役場の許可が必要でした。

では、個人が自分の意志だけで、誰にも遠慮せず、自由に旅行を楽しめるようになったのは、い

つからでしょう。とくに女性は、江戸末期の記録においても家族の世話のため家を空けることが

叶わなかったり、家族の許可がもらえないため旅に出かけられなかったり、家族の都合が優先さ   

          れていたことが書き残されています。現代の女性たちは、旅に出る際に、 

          本当に何の制約も受けていないのでしょうか？男性とは異なる女性の旅の 

          特徴、女性の一人旅について調べてみました。 

           そして、一人旅がもたらす効果についても記していきます。 

 

 

 

『今日も世界のどこかでひとりっぷ』 

 /ひとりっ P（福井由美子） （2017 年）集英社 

『新女ひとり旅読本』 

 /ひとり旅活性化委員会 （2004 年）双葉社 

『女性とツーリズム』 

 /友原嘉彦 （2017 年）古今書院 
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